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医療費受給者証の更新時期です医療費受給者証の更新時期です……………………………………  4 4
農業委員と農地利用最適化推進委員が決定農業委員と農地利用最適化推進委員が決定…………  5 5
後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度………………………………………………………………  7 7
雫石よしゃれ祭は 8月 11 日開催雫石よしゃれ祭は 8月 11 日開催 ……………… ……………… 10 10

Con t e n t sC o n t e n t s

雫石町職員を募集しています雫石町職員を募集しています（11ページ）（11ページ）

　7月 1日に開催された町消防演習では、町内　7月 1日に開催された町消防演習では、町内
保育園の園児が特別出演。元気いっぱいに遊保育園の園児が特別出演。元気いっぱいに遊
戯を披露し、「火遊びはしません」「家族みん戯を披露し、「火遊びはしません」「家族みん
なで火事に気をつけます」と火の用心を誓いなで火事に気をつけます」と火の用心を誓い
ました。（関連記事 2～3ページ）ました。（関連記事 2～3ページ）

元気いっぱい火の用心の誓い！元気いっぱい火の用心の誓い！

― 子育て応援宣言 !―― 子育て応援宣言 !―

子 育 て が 楽 し く な る ま ち 、 雫 石子 育 て が 楽 し く な る ま ち 、 雫 石
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　町消防団では、消防団員として一緒に
活動する仲間を随時募集しています。入
団には特殊な技術や体力はいりません。
心身ともに健康で、町内在住または町内
に勤務をしており、18歳以上の人であれ
ば入団できます。
　詳しくは町役場防災課（☎ 692-6410）
までお問い合わせください。

新入団員随時募集中 !

　平成 30 年度雫石町消防演習が 7月 1 日、町役場駐車
場を主会場に開かれました。演習には、町消防団（上中
屋敷俊

とし

彦
ひこ

団長）、町婦人消防協力隊（櫻小路孝
たか

子
こ

隊長）、
少年消防クラブなどの団員・隊員ら約 400 人と消防ポン
プ車 18 台が集結。また、本町と「ドローンを活用した
災害時等業務協力協定」を締結した（一社）岩手県ドロー
ン協会によるドローンのデモフライトも行われ、安全安
心なまちづくりへの誓いを新たにしました。
　演習は早朝から行われ、消防団員が部隊訓練やポンプ
操法訓練、まとい振り訓練、放水訓練などを規律厳正、
士気旺盛に展開。ラッパ吹奏訓練は、葛根田少年消防ク
ラブと合同でリズムよく一体感のある訓練を披露。また、
婦人消防協力隊が救命処置訓練、自主防災組織が初期消
火訓練を実施し、保育園園児が遊戯と火の用心の誓いを
かわいらしく発表。消防車両と全参加者による分列行進
では、威風堂々の勇姿を参観者に披露しました。
　最後に、盛岡地区広域消防組合髙橋邦夫消防長からは、
本演習を「極めて優秀」と最高評価を得ました。

消防団員・婦人消防協力隊員ら約 400 人が
威風堂々の勇姿を披露！

火消しの魂ここにあり！火消しの魂ここにあり！

町消防演習町消防演習

ドローンのドローンの
デモフライトデモフライト放水訓練放水訓練

分列行進分列行進 部隊訓練部隊訓練

ラッパ吹奏訓練ラッパ吹奏訓練 保育園園児の遊戯保育園園児の遊戯 まとい振り訓練まとい振り訓練

婦人消防協力隊による救命処置訓練婦人消防協力隊による救命処置訓練自主防災組織による初期消火訓練自主防災組織による初期消火訓練
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【
岩
手
県
消
防
協
会
岩
手
地
区
支
部
長
表
彰
】

■
功
労
章
▼
上
野
滋
、
小
林
英
一
、
谷
地
陽
一
、
谷
地
直
紀
、
齊
藤
朋
、

石
山
正
輝

■
精
錬
章
▼
櫻
田
直
也
、
佐
々
木
大
、
佐
々
木
勝
、
村
田
崇
、
長
瀬
一
博
、

平
子
田
佑
大
、
若
林
優
康
、
下
田
元
樹
、
柴
橋
貴
幸
、
小
谷
地
健
一

【
町
長
表
彰
】

■
感
謝
状
（
退
職
消
防
団
員
）
▼
德
田
雅
博
、
青
山
秀
樹
、
石
塚
正
美

■
感
謝
状
（
内
助
功
労
者
）
▼
上
田
祐
子

■
功
労
章
▼
岩
持
政
幸
、
小
谷
地
正
光

■
功
績
章
▼
大
櫻
陸
、
佐
藤
光
、
松
嶺
幸
久
、
南
黒
沢
誠
人
、
千
葉
譲
二
、

前
田
紘
幸

■
精
錬
章
▼
高
藤
藍
、川
村
一
馬
、角
英
哉
、藤
本
裕
磨
、高
橋
涼
、村
田
陸
、

中
村
淳
、
中
村
文
哉
、
中
村
祐
太
、
佐
々
木
洋

■
勤
続
章
45
年
▼
細
川
敬
三

■
勤
続
章
40
年
▼
根
澤
治

■
勤
続
章
35
年
▼
茅
橋
信
男

■
勤
続
章
30
年
▼
上
田
弘
司
、
三
河
千
秋

■
勤
続
章
25
年
▼
米
澤
正
明
、
村
田
実
、
藤
本
智
雄

■
勤
続
章
20
年
▼
德
田
雅
貴
、
上
野
義
文

■
勤
続
章
15
年
▼
渋
田
陽
一
、
沼
田
伸
吾
、
村
田
明
彦
、
煙
山
宏
一
、
煙

山
勝
友
、
橘
拓
也
、
伊
藤
卓
哉
、
小
谷
地
正
光

■
勤
続
章
10
年
▼
楢
山
考
成
、横
手
寿
明
、煙
山
清
和
、村
田
崇
、米
澤
広
志
、

栃
内
譲
、
石
塚
久
雄
、
金
澤
秀
悦
、
町
場
忠
之
、
茅
橋
寿
男
、
齊
田
龍
介
、

柿
木
康
介
、
猿
子
順
弥
、
猿
子
祐
太
、
高
橋
孝
仁
、
藤
枝
正
道

■
勤
続
章
５
年
▼
深
澤
章
、
中
屋
敷
顕
也
、
谷
地
智
裕
、
徳
田
輝
、
大
塚
毅
、

上
野
伸
也
、
藤
本
拓
磨
、
中
村
淳
、
中
村
文
哉
、
中
村
祐
太
、
十
二
林
渉
、

櫻
田
大
河

【
町
消
防
団
長
表
彰
】

■
無
火
災
表
彰
「
15
年
間
無
火
災
」
▼
第
２
分
団
第
３
部
、「
７
年
間
無
火

災
」
▼
第
３
分
団
第
３
部
、「
１
年
間
無
火
災
」
▼
第
３
分
団
、
第
５
分
団

■
親
子
団
員
表
彰
▼
笹
田
利
明
・
明
誠

　平成 30 年度雫石町消防操法等競技会は 6月 10 日、町
役場駐車場で開かれました。競技会には、ポンプ車の部
に 18 隊、小型ポンプの部および規律訓練の部に各 4隊
が出場。団員は、消防操法競技に求められる「安全・確
実・迅速」を追求し、それぞれが日常の生業がある中、
昼夜を問わず訓練を重ねてきました。競技会当日、選手
らは磨いた技量を遺憾なく発揮しました。

【競技結果】
■ポンプ車の部 ■小型ポンプの部

優 勝 　第 2分団第 3部 優 勝 　第 2分団
第2位 　第 5分団第 4部 第2位 　第 1分団
第3位 　第 2分団第 2部 第3位 　第 5分団

■規律訓練の部 ■総合の部
優 勝 　第 5分団 優 勝 　第 5分団
第2位 　第 1分団 第2位 　第 2分団
第3位 　第 3分団 第3位 　第 1分団

ポンプ車の部は第 2分団第 3部が優勝
小型ポンプの部は第 2分団が優勝

安全・確実・迅速に！安全・確実・迅速に！

操法等競技会操法等競技会

平
成
30
年
度
定
例
表
彰
（
敬
称
略
）

ポンプ車の部優勝ポンプ車の部優勝
第 2分団第 3部第 2分団第 3部

小型ポンプの部優勝小型ポンプの部優勝
第 2分団第 2分団
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町
教
育
委
員
会
の
新
教
育
長
に
、
議

会
の
同
意
を
得
て
作
山
雅
宏
さ
ん
（
65

歳
・
盛
岡
市
）
を
、
７
月
１
日
付
け
で

任
命
し
ま
し
た
。

　

作
山
教
育
長
の
任
期
は
、
吉
川
健
次

前
教
育
長
の
残
任
期
間
で
あ
る
平
成
32

年
12
月
25
日
ま
で
で
す
。

町
教
育
委
員
会
教
育
長

作
山
雅
宏
さ
ん
が
新
た
に
就
任

教
育

新たに就任した作山教育長

　町は、子ども、妊産婦、重度心身障がい者、ひとり
親家庭および安心子育てに該当する人に、病院、薬局
などの医療機関で診療を受けた月の 2カ月後に医療費
の助成を行う医療費助成事業を実施しています。
　現在交付されている受給者証の有効期限は、平成 30
年 7 月 31 日まで（妊産婦を除く）となっています。継
続して受給者証の対象となる人には、7月末までに新し
い受給者証を郵送します。お手元に届きましたら、8月
から新しい受給者証をお使いください。

◉ この事業によって医療機関などで支払った一部負担
金の全額が助成される人

▪出生から 18 歳の年度末までの児童
▪ 妊産婦、重度心身障がい者、ひとり親家庭の受給者
本人、保護者、配偶者が町県民税非課税の場合

◉ この事業によって医療機関などで支払った一部負担
金の一部が助成される人

▪ 妊産婦、重度心身障がい者、ひとり親家庭の受給者
本人、保護者、配偶者が町県民税課税の場合

▪ 受給額▶医療機関ごとに 1カ月の合計から外来 1,500
円、入院 1カ月 5,000 円を差し引いた額になります。

《該当要件》　※詳しくはお問い合わせください。
子ども 出生の日～小学校 6年生
妊産婦 妊娠 5カ月目～出産の翌月末
重度心身
障がい者

身障手帳 1級・2級、障害年金 1級、特
児手当 1級、療育手帳A判定の人 ※等
級や判定が上記以外に変更になった場合
は速やかに受給者証をお返しください。
要件非該当後も受給をされていますと給
付金を返納していただく場合があります。

ひとり親
家庭

配偶者のいない女子・男子および扶養さ
れている 18 歳に達する年度末までの児
童、父母のいない児童

安心子育て 中学校入学～18 歳の年度末まで

注）医療費助成事業には所得制限があり、該当要件を
満たしても所得によっては認定とならない場合があり
ます。詳しくはお問い合わせ下さい。

医療費受給者証の更新時期です 【問い合わせ先】
町役場町民課（☎ 692-6479）

自
衛
官
募
集
に
一
役

自
衛
官
募
集
相
談
員
を
委
嘱

委
嘱

　

町
は
６
月
５
日
、
自
衛
官
募
集
相
談

員
の
委
嘱
状
交
付
式
を
町
役
場
で
行

い
、
藤
本
伸の
ぶ
るさ
ん（
男
助
、
☎
６
９
５
・

２
６
６
６
）
と
菊
池
文ふ
み

彦ひ
こ

さ
ん
（
板
橋
、

☎
０
９
０
・
３
３
６
８
・
９
２
３
９
）

に
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
長
と
連

名
で
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。
深
谷

町
長
は
「
本
町
か
ら
も
毎
年
入
隊
者
が

い
る
。
一
人
で
も
多
く
の
若
者
に
魅
力

を
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
主
な
業
務

は
、
自
衛
官
の
募
集
に
関
す
る
相
談
や

情
報
提
供
、
志
願
者
確
保
、
募
集
案
内

広
報
へ
の
協
力
な
ど
で
、
任
期
は
２
年

委嘱状を交付された藤本相談員（左から 3人目）と菊
池相談員（同 4人目）

で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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●町役場への問い合わせ…☎ 692－2111　FAX 692－1311　ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

町
の
「
農
業
委
員
」
と
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」
が
決
定

優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
に
ご
協
力
を

農
業

岡森　喜
き

与
よ

一
かず

会長（七区）

　

農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
法

改
正
に
基
づ
く
新
た
な
農
業
委
員
11
人

が
５
月
15
日
、
議
会
の
同
意
を
得
て
町

長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
法

改
正
に
よ
り
担
当
地
域
で
活
動
す
る
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
18
人
が
５
月

25
日
、
議
会
の
同
意
を
得
て
農
業
委
員

会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
法
律
に
基
づ
い
て
各

市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
行
政
委
員

会
で
す
。
農
地
法
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
な
ど
に
基
づ
き
農
地
の
売

買
、
貸
借
、
農
地
転
用
に
つ
い
て
公
正

な
審
議
が
農
業
委
員
会
総
会
で
行
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積
・
集
約
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
、
新
規
参
入
者
の
促
進
な
ど
、
農

家
と
の
話
し
合
い
を
通
じ
、
農
地
利
用

の
最
適
化
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
委
員
も
任
期
は
平
成
33
年

５
月
14
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

農
地
に
係
る
お
悩
み
は
、
お
気
軽
に

両
委
員
ま
た
は
町
農
業
委
員
会
事
務
局

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
農
業
委
員
会
事

務
局
（
☎
６
９
２
・
６
４
１
４
）

上和野　忠
ちゅう

一
いち

会長職務代理者（上和野）
一本木　孝

たか

久
ひさ

（天瀬）
山本　長

ちょうえい

栄
（篠崎）

上野　哲
さとる

（大村）
小赤澤　悦

えつ

子
こ

（小赤沢）

佐々木　秀
ひで

子
こ

（谷地）
新田　善

よし

男
お

（天戸）
木村　正

まさ

美
み

（下町二）
諏訪　剛

こう

郎
ろう

（林）
八丁野　よし子

こ

（八丁野）

小谷地　明
あき

弘
ひろ

（林、上町一、上
町二、中町一、雫
石谷地、西山谷地）

長坂　則
のり

雄
お

（中町二、下町一、
下町二、長根）

細川　仁
ひとし

（黒沢川、元御所、
東町、繋十文字）

田村　國
くに

彦
ひこ

（七ツ森、陽和郷、
中沼、晴山）

藤本　伸
のぶる

（馬場、大村、男助）
米澤　正

まさ

記
き

（鴬宿、赤滝、外
舛沢、舛沢、矢用）

川口　英
ひで

敏
とし

（三笠、旭台、片子
沢、清水沢、天戸）

細川　健
けん

一
いち

（籬野、安庭、町場、
九十九沢、矢櫃）

髙橋　浩
ひろ

之
ゆき

（極楽野、盆花、
五区）

岡本　忠
ただ

美
み

（六区、七区、八区）
野々村　正

まさ

男
お

（野中、小松、東
林崎、西林崎）

櫻田　一
かず

夫
お

（篠崎・上西根・八
丁野・上駒木野）

葛根田　善
よし

栄
えい

（駒木野、葛根田、
西根谷地）

伊藤　庄
しょう

一
いち

（橋場、安栖、小
赤沢、山津田）

林尻　勇
はや

人
と

（滝沢、南、天瀬、
中南）

中村　守
もり

男
お

（中島・天川・黒
沢・まがき）

石塚　正
まさ

美
み

（下春木場、上春
木場、和野、上和
野、上野沢）

横欠　初
はつ

男
お

（横欠、土橋、岩持、
御明神谷地、下川
原）

▶
農
業
委
員　

11
人

▶
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　

18
人

会長、会長
職務代理者
ほか敬称略。
推進委員の
カッコ内は
担当行政区
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▪ 

所
得
割
▽
加
入
者
の
前
年
の
所
得
か

ら
33
万
円
を
控
除
し
た
額
に
税
率
を

乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。

▪ 

資
産
割
▽
加
入
者
の
固
定
資
産
税
額

に
税
率
を
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。

▪ 
均
等
割
▽
各
世
帯
の
国
保
加
入
者
数

に
応
じ
て
計
算
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
国
保
税
の
納
税
通
知

書
を
７
月
13
日
（
金
）
に
発
送
予
定
で

す
。
通
知
書
に
は
、
期
別
ご
と
、
個
人

ご
と
の
課
税
額
の
明
細
な
ど
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
期

限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
第
１
期

の
納
期
限
は
７
月
31
日
（
火
）
で
す
。

　

ま
た
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る

特
別
徴
収
の
人
に
は
「
特
別
徴
収
決
定

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容

を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

◆
国
保
税
の
計
算
方
法

　

国
保
税
の
計
算
は
、
加
入
世
帯
ご
と

に
行
い
ま
す
。
世
帯
主
本
人
が
国
保
に

加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
納
税
義
務
は

世
帯
の
代
表
で
あ
る
世
帯
主
に
あ
る
た

め
、
納
税
通
知
書
は
世
帯
主
あ
て
に
送

付
と
な
り
ま
す
（
こ
の
場
合
、
国
保
税

計
算
に
世
帯
主
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）。

　

世
帯
の
国
保
税
は
、
毎
年
７
月
に
そ

の
年
の
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１

年
分
の
税
額
を
計
算
し
ま
す
。計
算
は
、

下
表
の
税
率
・
税
額
を
基
に
行
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
を
送
付

期
限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

国
保

▪ 

平
等
割
▽
国
保
加
入
世
帯
単
位
で
計

算
し
ま
す
。

◆
国
保
税
の
軽
減

◉ 

所
得
が
少
な
い
世
帯
の
軽
減
（
申
請

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　

世
帯
主
（
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い

世
帯
主
を
含
む
）
と
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
全
員
の
前
年
の
所
得

金
額
に
応
じ
て
、
国
保
税
の
均
等
割

額
・
平
等
割
額
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
軽
減
は
前
年
の
所
得
を

も
と
に
判
定
し
ま
す
の
で
、
前
年
中
の

所
得
申
告
（
確
定
申
告
な
ど
）
を
し
て

い
な
い
加
入
者
が
い
る
世
帯
は
適
用
さ

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◉ 

非
自
発
的
失
業
者
の
軽
減
（
申
請
が

必
要
で
す
）

　

会
社
の
倒
産
や
解
雇
、
会
社
都
合
に

よ
る
雇
い
止
め
な
ど
、
自
ら
望
ま
な
い

形
で
離
職
し
た
人
の
国
保
税
に
つ
い

て
、
前
年
の
給
与
所
得
を
30
％
と
み
な

し
て
算
定
し
ま
す
。

【
軽
減
の
対
象
と
な
る
人
】
次
の
①
②

ど
ち
ら
に
も
該
当
す
る
人

① 
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
し

た
65
歳
未
満
の
人

② 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
さ
れ
た
「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
の
離
職
理

由
が「
11
・
12
・
21
・
22
・
23
・
31
・
32
・

33
・
34
」の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
特
例
対
象
被

保
険
者
等
に
係
る
申
告
書
（
役
場
に
備

え
付
け
）、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

国
民
健
康
保
険
証
、
認
め
印

◆
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

◉ 

金
融
機
関
の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
納
付
す
る
人

　
「
納
税
通
知
書
」
と
「
納
付
書
（
８

期
分
・
随
期
・
過
年
度
）」
を
発
送
し

ま
す
の
で
納
期
限
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
す
る
人

　
「
納
税
通
知
書
」
に
「
口
座
振
替
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
納
期
限
直
前

の
25
日
（
土
・
日
・
祝
の
時
は
翌
営
業

日
）
が
振
替
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
預
金
残
高
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
第
１
期
の
口
座
振
替
日
は
７
月

25
日
（
水
）
で
す
。

◉ 

昨
年
度
に
引
き
続
き
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
の
人

　

原
則
と
し
て
「
年
税
額
」
よ
り
「
４

月
・
６
月
・
８
月
の
特
別
徴
収
の
合
計

額
」を
差
し
引
い
た
残
金
を
３
等
分
し
、

10
月
・
12
月
・
２
月
の
各
月
の
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

◉ 

８
月
ま
た
は
10
月
か
ら
新
た
に
特
別

徴
収
が
始
ま
る
人

　

そ
の
前
月
納
期
ま
で
は
納
付
書
な
ど

に
よ
る
納
付（
普
通
徴
収
）と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
税
務
課
（
☎

６
９
２
・
６
４
０
２
）

《表》　国民健康保険税の税率・税額（平成 30 年度）
世帯の課税額＝（A）＋（B）＋（C）

税率の内訳
全加入者 40～64 歳

（A）医療分 （B）支援金分 （C）介護分

所得割 7％ 2％ 1.7％

資産割 5％ 3％ 3％

均等割 17,000 円 8,000 円 7,000 円

平等割 26,000 円 7,500 円 6,000 円

賦課限度額 58 万円 19 万円 16 万円

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
の
相
互

扶
助
の
制
度
で
す
。
安
定
的
な
制
度
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
国
民
健
康
保
険
税
（
以

下
「
国
保
税
」）
の
期
限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
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平
成
30
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
が
決
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
普
通
徴
収
が
７

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

普
通
徴
収
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
で

き
な
い
被
保
険
者
が
対
象
（
年
度
の
途

中
で
制
度
に
加
入
し
た
人
、
転
入
し
た

人
も
半
年
間
は
普
通
徴
収
の
対
象
）
で

す
。
対
象
と
な
る
人
に
は
７
月
中
旬
に

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を

ご
確
認
の
上
、
納
期
限
ま
で
に
金
融
機

関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
既
に
年
金
か
ら
天
引
き
と

な
っ
て
い
る
特
別
徴
収
の
人
に
も
、「
特

別
徴
収
決
定
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
こ
ち
ら
は
10
月
か
ら
の
特
別
徴
収

の
決
定
通
知
書
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

保
険
料
の
納
付
に
は
、
納
め
忘
れ
の

な
い
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
口
座
振

替
を
希
望
さ
れ
る
人
は
納
入
通
知
書
と

通
帳
、
通
帳
の
届
出
印
を
持
参
し
、
町

役
場
町
民
課
ま
た
は
金
融
機
関
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で

の
口
座
振
替
申
し
込
み
の
場
合
は
、
郵

便
局
で
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
）。

◉
保
険
証
の
交
付
時
期
で
す

　

現
在
、
75
歳
以
上
の
人
が
お
使
い
の

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」（
水

色
）
の
有
効
期
限
が
７
月
31
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。
７
月
中
旬
に
新
し
い
保
険

証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
届
い
た
保
険

証
は
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
８
月

か
ら
は
今
ま
で
お
使
い
の
保
険
証
が
使

え
な
く
な
り
ま
す
。
有
効
期
限
が
切
れ

た
保
険
証
は
破
棄
し
、
新
し
い
保
険
証

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

◉ 

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す

　

入
院
す
る
際
に
医
療
機
関
の
受
付
に

提
示
す
る
と
、
窓
口
で
支
払
う
一
部
負

担
金
と
食
事
療
養
費
、
生
活
療
養
費
が

減
額
さ
れ
る
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
申
請
を
町

役
場
町
民
課
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

申
請
が
必
要
な
人
に
は
、
お
知
ら
せ

の
通
知
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
内
容
を

ご
確
認
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
町
民
課
（
☎

６
９
２
・
６
４
７
９
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
の
普
通
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

医
療

後
期
高
齢
者
高
額
医
療
費
制
度

８
月
か
ら
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す

医
療

　

高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
ひ
と
月
に

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
額
が
高
額
に

な
っ
た
場
合
に
、
定
め
ら
れ
た
上
限
額

を
超
え
て
支
払
っ
た
額
を
払
い
戻
す
制

度
で
す
。
上
限
額
は
、
個
人
や
世
帯
の

所
得
に
応
じ
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
８
月
診
療
分
か
ら
、
上
限

額
（
月
ご
と
）
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
す
。
あ
わ
せ
て
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

◉ 

課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

６
９
０
万
円
未
満
の
人
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
※
年
金
収
入
の
み
の
場
合
、

年
収
約
３
７
０
万
円
〜
１
１
６
０
万

円
の
人

　

８
月
以
降
、
ひ
と
月
に
一
つ
の
医
療

機
関
で
の
支
払
い
が
高
額
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
人
は
必
ず
、
町
役
場
町
民
課

窓
口
に
て
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の

交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が
提
示
さ

れ
な
い
場
合
、
医
療
機
関
で
の
支
払
い

額
が
高
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
も
上
限
額
を
超

え
て
支
払
わ
れ
た
額
を
後
日
払
い
戻
す

よ
う
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
町
民
課
（
☎

６
９
２
・
６
４
７
９
）

《表》　平成 30 年 8 月からの上限額

適用区分 外来
（個人ごと）

外来+入院
（世帯ごと）

Ⅲ  課税所得 690 万
円以上の人

252,600 円
+（医療費-842,000円）×1%
《多数回 140,100 円》

Ⅱ  課税所得 380 万
円以上の人

167,400 円
+（医療費-558,000円）×1%
《多数回 93,000 円》

Ⅰ  課税所得 145 万
円以上の人

80,100 円
+（医療費-267,000円）×1%
《多数回 44,400 円》

課税所得 145 万円
未満の人

18,000 円
《年間の上限
144,000 円》

57,600 円
《多数回
44,400 円》

Ⅱ  住民税非課税世
帯

8,000 円

24,600 円

Ⅰ  住民税非課税
世帯（年金収入
80 万円以下な
ど）

15,000 円
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分
補
給
を
す
る
。

▪
無
理
は
せ
ず
、
早
め
に
下
山
す
る
。

③
万
が
一
遭
難
し
た
ら

▪ 

１
１
０
番
通
報
を
す
る
。
携
帯
電
話

で
の
通
話
に
よ
り
、
位
置
を
特
定
で

き
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

▪ 

夜
間
に
な
っ
た
ら
行
動
を
止
め
て
朝

ま
で
待
機
す
る
。

④
そ
の
他

▪ 

タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
な
ど

山
火
事
防
止
に
努
め
る
。

▪ 

盗
難
事
故
防
止
の
た
め
、
車
に
は
必

ず
施
錠
し
貴
重
品
を
置
か
な
い
よ
う

に
す
る
。

▪ 

ク
マ
の
出
没
に
注
意
。
ク
マ
鈴
や
ラ

ジ
オ
を
携
行
し
、
人
の
存
在
を
ク
マ

に
知
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▪
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
防
災
課
（
☎

６
９
２
・
６
４
１
０
）

　

毎
年
、
山
菜
採
り
に
よ
る
遭
難
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。遭
難
し
ま
す
と
、

ご
家
族
に
心
配
を
か
け
る
ほ
か
、
捜
索

に
あ
た
る
関
係
者
に
も
多
大
な
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
入
山
す
る

際
は
、
必
ず
次
の
こ
と
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

①
山
に
入
る
前
に

▪ 

で
き
る
だ
け
単
独
で
の
登
山
は
避

け
、
２
人
以
上
で
登
る
。

▪ 

自
分
の
経
験
や
体
力
に
見
合
っ
た
山

を
選
び
、
余
裕
を
持
っ
た
計
画
を
立

て
る
。

▪ 

家
族
に
行
き
先
、
帰
宅
予
定
時
間
を

知
ら
せ
て
か
ら
出
か
け
る
。

▪ 

霧
な
ど
で
視
界
が
悪
い
と
き
に
は
、

入
山
を
控
え
る
。

▪ 

万
が
一
に
備
え
、
携
帯
電
話
お
よ
び

バ
ッ
テ
リ
ー
、
食
料
、
雨
具
、
ラ
イ

タ
ー
、
懐
中
電
灯
を
準
備
す
る
。

▪ 
必
ず
登
山
者
カ
ー
ド
を
記
入
し
て
か

ら
入
山
す
る
。

②
山
に
入
っ
た
ら

▪ 

お
互
い
に
声
を
掛
け
合
う
。

▪ 

常
に
目
標
物
（
大
き
な
樹
木
な
ど
）

を
中
心
に
行
動
す
る
。

▪ 

体
調
に
気
を
つ
け
て
、
こ
ま
め
に
水

登
山
の
準
備
は
計
画
的
に

山
岳
遭
難
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

注
意

秋田駒ヶ岳では
火山活動が活発
です！

　活火山であるこ
とに留意し、火山
活動の異常を感じ
た場合は、ただち
に下山し、情報提
供をお願いします。

　

介
護
保
険
料
は
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
（
第
２
号
被
保
険
者
）
は
医
療
保
険

料
と
一
緒
に
徴
収
し
ま
す
が
、
65
歳
か

ら
は
第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
、
単
独

で
徴
収
し
ま
す
。
保
険
料
額
は
３
年
ご

と
に
見
直
さ
れ
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら

３
年
間
は
、
第
７
期
介
護
保
険
計
画
で

改
定
さ
れ
た
保
険
料
額
に
な
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
平
成
30
年
度
介
護
保
険

料
は
、
本
人
と
世
帯
の
前
年
の
所
得
状

況
に
よ
り
決
定
し
、
７
月
中
旬
に
「
介

護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し

ま
す
。

◆
納
付
書
が
届
い
た
人
は

　
　

期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

　

65
歳
に
到
達
し
て
間
も
な
い
人
な
ど

年
金
か
ら
の
天
引
き
が
で
き
な
い
人

は
、
納
付
書
で
納
め
る
「
普
通
徴
収
」

と
な
り
ま
す
。「
介
護
保
険
料
額
決
定

通
知
書
」（
封
書
）
に
「
納
入
通
知
書
」

を
同
封
し
ま
す
の
で
、
記
載
内
容
を
ご

確
認
の
上
、
納
期
限
内
に
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
第
１
期
の
納
期
限
は
７
月

31
日
（
火
）
で
す
。

　

年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ

れ
る
人
は
「
平
成
30
年
度
介
護
保
険
料

額
決
定
通
知
書
」（
は
が
き
）
が
届
き

介
護
保
険
料

期
限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

介
護

ま
し
た
ら
、内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
書
納
入
（
普
通
徴
収
）
の
人
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
納
付
忘
れ
が

な
く
便
利
で
す
。
希
望
す
る
人
は
、
納

入
通
知
書
と
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印
を

持
参
し
、
金
融
機
関
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
用
紙
が
な
い
場

合
は
総
合
福
祉
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

◆
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の

更
新
時
期
で
す

　

現
在
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
に
交
付
し
て
い
る
黄
色
の

「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」
の
有
効
期

限
が
７
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
「
負
担
割
合
証
」
を
７
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
内
容
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
中
の
人
は
、
新

し
い
負
担
割
合
証
を
担
当
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
総
合
福
祉

課
（
☎
６
９
２
・
６
４
７
６
）

「普通徴収」
▶納付書など
による納付。
年度途中で65
歳になっても
年金天引きが
始まるまで普
通徴収です。
「特別徴収」
▶年金天引き
による納付。
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◉休日の特定健診を実施します
　「平日は仕事が休めない」という人を対象にした特定健診を実
施します。
　かかりつけ医をお持ちでない人も、この機会にぜひ受診しま
しょう。
▪  2 日間限定　「休日特定健診」
　実施日 7月 28 日（土）、29 日（日）
　受付時間 9時～9時 30 分
　場所 御明神公民館※

　持参するもの 雫石町国民健康保険証、受診券
　※事前のご案内では、町保健センターでしたが、会場が変更になりました。

◉ 「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付申請を受け付け
ています

　医療機関を受診する場合、保険証のほかに「限度額適用・標準
負担額減額認定証」を提示することによって、窓口での支払いを
自己負担限度額まで抑えることができます。
　交付申請できる認定証は年齢や所得区分によって異なりますの
で、町役場町民課窓口でご確認の上、手続きしてください。また、
既に交付を受けている人も有効期限が 7月 31 日となっています
ので、引き続き必要な場合は交付申請をしてください。
【申請に必要なもの】国民健康保険証、認め印、マイナンバーの
わかるもの

国民健康保険のお知らせ
【問い合わせ先】町役場町民課（☎ 692-6478）

《機構改革により業務内容が変わり
ました》
　子育て支援を充実させるため、
総合福祉課児童担当が新たに子ど
も子育て支援課となり、また、高
齢者がいきいきと暮らせるまちづ
くりの推進強化を図り、総合相談
窓口の検討など地域包括ケアシス
テムを定着するために、長寿支援
課が総合福祉課に統合しました。
《このような相談にも対応しています》
▪ 生活が苦しいので何か手立てが
あるか知りたい。

▪ 障がいがある（疑いがある）ので、
支援制度について教えてほしい。

▪ 介護保険を利用したいがどうし
たらいいかわからない。

▪ 認知症の家族がいるので相談に
乗ってほしい。

▪ひとり親になったとき、どのよ

うな支援制度があるか知りたい。
《福祉に関する相談は総合福祉課へ》
　福祉に関する相談の中には、困っ
ていることが一つではなく、いろ
いろな要因が入り混じっているこ
とが多くあります。「相談したいけ
ど、どこに行ったらいいのか分か
らない、どのように相談したらい
いのか分からない」という人のた
めに、町では、総合福祉課に相談
窓口を設置しています。
　相談窓口には各種専門員を配置

し、関係課と連携・協力し相談に
対応しています。相談に応じる職
員には守秘義務がありますので、
相談内容が他に漏れることはあり
ません。どんなことでも構いませ
んので、お悩みのことがあれば、
お気軽にご相談ください。また、
自身や家族の他にも周りに困って
いる人がいれば、情報提供をお願
いします。
【問い合わせ先】町役場総合福祉課
（☎ 692-6401）

問い合わせ先　町役場総合福祉課（☎ 692-6401）

　町が実施している町民意識調査につい
て、本年度は下記のとおり実施します。
　対象となる人には、調査員が調査票を配
布および回収しますので、ご協力をお願い
します。
◉調査日程（予定）
　①調査票の回収▷7月 27日（金）ごろ～
　②調査結果の公表▷11月ごろ
◉調査対象者
　住民基本台帳から男女別、年齢階層別、
行政区別に等比率で無作為に抽出した 18
歳以上の町民約1,500 人（予定）
◉調査項目
　雫石町総合計画
についてなど
【問い合わせ先】
町役場政策推進課

（☎ 692-6571）

町民意識調査にご協力を

平成 30 年度から総合福祉課が一新！
お困りごとはありませんか？

庁舎 1階案内図
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催
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
!

雫
石
よ
し
ゃ
れ
祭
は
８
月
11
日
開
催

催
し

　

雫
石
の
８
月
の
祭
典
「
雫
石
よ
し
ゃ

れ
祭
」
は
、
今
年
も
８
月
11
日
（
土
）

に
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
雫
石
商
店
街
よ
し
ゃ
れ
通
り

と
世
界
ア
ル
ペ
ン
記
念
公
園
特
設
ス

テ
ー
ジ
、
中
央
公
民
館
野
菊
ホ
ー
ル
の

３
会
場
で
、
よ
し
ゃ
れ
や
さ
ん
さ
踊
り

の
パ
レ
ー
ド
、
み
こ
し
運
行
、
よ
さ
こ

い
演
舞
、
前
年
度
南
部
よ
し
ゃ
れ
全
国

大
会
優
秀
者
お
よ
び
郷

土
芸
能
の
披
露
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

※
日
程
な
ど
に
つ
い
て

は
、
本
紙
７
月
号
お
知

ら
せ
版
に
掲
載
し
ま
す
。

◉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

　

雫
石
よ
し
ゃ
れ
祭
の
準
備
や
運
営
に

係
る
補
助
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
７
月
17
日
（
火
）

ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
次
の
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
雫
石
よ
し
ゃ
れ
祭

実
行
委
員
会
（
雫
石
商
工
会
内
☎
６

９
２
・
３
３
２

１
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
応
募
先
▼

町
役
場
観
光
商
工

課
（
☎
６
９
２
・

６
４
０
７
）

あ
な
た
の
ご
自
宅
は
安
全
で
す
か
？

「
耐
震
診
断
」「
耐
震
改
修
」費
用
を
助
成

補
助

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

一
戸
建
て
住
宅
、
②
在
来
軸
組
工
法
の

も
の
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
・
パ
ネ

ル
工
法
な
ど
は
対
象
外
）、
③
木
造
二

階
建
て
以
下
の
も
の
（
一
部
鉄
骨
造
な

ど
の
混
構
造
は
対
象
外
）

費
用
▼
自
己
負
担
額
３
千
円
（
税
込
）。

耐
震
診
断
士
が
現
地
調
査
に
訪
問
し
た

際
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
（
町
は
、
耐

震
診
断
費
用
３
万
８
５
０
円
の
う
ち
、

２
万
７
８
５
０
円
を
補
助
し
ま
す
）。

募
集
戸
数
▼
１
戸
（
先
着
順
）

必
要
書
類
▼
申
込
書
、
課
税
台
帳
調
査

同
意
書
、
建
築
年
月
日
が
確
認
で
き
る

書
類
（
建
築
確
認
通
知
書
や
固
定
資
産

税
課
税
証
明
書
な
ど
）。

※
申
込
書
、
課
税
台
帳
調
査
同
意
書
は

町
役
場
地
域
整
備
課
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

◉
耐
震
改
修
事
業

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
改
修
す
る

必
要
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅

の
耐
震
改
修
工
事
に
、
そ
の
費
用
の
２

分
の
１（
上
限
60
万
円
）を
助
成
し
ま
す
。

募
集
戸
数
▼
１
戸
（
先
着
順
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
地
域
整
備

課
（
☎
６
９
２
・
６
４
０
６
）

　

町
は
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
木
造
住
宅
の
「
耐
震
診
断
」

と
「
耐
震
改
修
」
に
関
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震

に
よ
り
、
多
く
の
木
造
家
屋
が
倒
壊
し

ま
し
た
。
倒
壊
し
た
家
屋
の
多
く
が
昭

和
56
年
以
前
の
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ

た
建
物
で
し
た
。
ま
た
、
本
震
に
耐
え

余
震
に
よ
り
倒
れ
た
住
宅
が
多
か
っ
た

と
の
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

　

地
震
は
確
実
に
住
宅
へ
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
蓄
積
し
た
ダ

メ
ー
ジ
を
点
検
し
、
必
要
な
修
繕
を
行

う
こ
と
で
、
今
後
の
安
心
で
安
全
な
暮

ら
し
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

◉
耐
震
診
断
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
町
内
の
木
造
住
宅
所

有
者
か
ら
の
申
し
込
み
を
受
け
、
岩
手

県
知
事
が
認
定
し
た
「
岩
手
県
木
造
住

宅
耐
震
診
断
士
」
を
派
遣
し
、
屋
根
・

外
壁
・
内
壁
・
床
な
ど
の
構
造
を
調
査

し
て
建
物
全
体
の
耐
震
診
断
を
行
い
助

成
し
ま
す
。

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
木
造
住
宅

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
木
造
住
宅
の
要
件
▼
①
昭

　8月11日（土）に開催される雫石よしゃ
れ祭のパレードへの参加者を募集して
います。
　踊りの事前練習や衣装の貸し出しも
行いますので、初めての人も大歓迎です。
【参加時間】17 時～18時ごろ
【練習日・場所】8 月 2日（木）・8日（水）
19時～20時、中央公民館 2階大会議室
※町婦人会の皆さんと一緒に練習しま
す。上記日程の他、雫石商工会や町役
場のよしゃれパレード参加団体と一緒
に練習することもできます。
【参加申し込み】町民は 6月 28日以降
に回覧される「参加申込書」に記入、
町外の人は下記事務局へご連絡くださ
い。
　あねっこ衣装をお持ちでない人はそ
の旨お知らせください。
【申込締切】7 月 23日（月）
【問い合わせ先】雫石よしゃれ祭実行委
員会（雫石商工会内☎ 692-3321）

よしゃれパレード
参加者募集！
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は
裏
面
に
氏
名
を
記
入
し
、
申
込
用
紙

に
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験

票
送
付
用
の
82
円
切
手
も
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

【
試
験
日
・
場
所
・
内
容
】

①
第
１
次
試
験

日
時
▼
９
月
16
日（
日
）、
10
時
〜

場
所
▼
岩
手
大
学
教
育
学
部
総
合
教
育

研
究
棟
（
盛
岡
市
）

○
内
容
▼
教
養
試
験
ほ
か

②
第
２
次
試
験

日
に
ち
▼
11
月
上
旬

　

町
は
、職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

こ
の
試
験
は
、
平
成
31
年
度
の
雫
石
町

職
員
採
用
候
補
者
を
決
め
る
た
め
に
行

う
も
の
で
す
。

【
受
付
期
間
】

７
月
12
日
（
木
）〜
８
月
13
日
（
月
）、

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
も
８
月
13
日
ま
で
に
必

着
の
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

【
受
験
手
続
き
】

①
申
込
用
紙
の
交
付

　

申
込
用
紙
は
町
役
場
総
務
課
で
交
付

し
ま
す
。
申
込
用
紙
を
郵
便
で
請
求
す

る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用

試
験
受
験
申
込
書
請
求
」と
朱
書
き
し
、

１
２
０
円
切
手
を
貼
り
、
宛
先
を
記
入

し
た
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
が
折
ら
ず
に

入
る
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上
、
同
課

（
〒
０
２
０
・
０
５
９
５　

住
所
記
載

不
要
）
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
験
の
申
し
込
み

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
町
役
場
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
の
際
に
は
写
真
を
２

枚
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
１
枚
は
申
込

書
の
所
定
の
場
所
に
貼
り
、
も
う
１
枚

場
所
▼
雫
石
町
役
場

○
面
接
試
験
▼
集
団
討
論
・
個
人
面
接

試
験

【
合
格
者
の
発
表
】

第
１
次
試
験
▼
10
月
中
旬

第
２
次
試
験
▼
11
月
下
旬

※
各
試
験
と
も
受
験
者
全
員
に
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

【
合
格
か
ら
採
用
ま
で
の
流
れ
】

　

最
終
合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
ま
す
。
採
用
予
定
日
は
平
成

31
年
４
月
１
日
で
す
。
な
お
、
採
用
候

補
者
名
簿
は
原
則
と
し
て
同
年
４
月
１

日
か
ら
一
年
間
有
効
で
、
必
要
に
応
じ

て
採
用
に
な
り
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
総
務
課
職

員
担
当
（
☎
６
９
２
・
６
４
８
７
）

◆試験職種および採用予定人員◆

職　種
採用
予定
人員

受験資格

一般事務 ３人
程度

平成３年４月２日から平成13
年４月１日までに生まれた者

一般事務
（障がい者
を対象）

若干名

昭和59年４月２日から平成13
年４月１日までに生まれた者
※自力により通勤ができ、か
つ介助者なしで事務職として
の職務の遂行が可能で、次の
要件を満たす者
① 身体障害者手帳・障害者手
帳の交付を受けている者
② 活字印刷文における出題に
対応でき、かつ、口頭によ
る人物試験（面接試験）に
対応できる者

建築技師 １人

昭和54年４月２日以後に生ま
れた者で、１級または２級建
築施行管理技士免許を取得し
ている者

保育士 若干名

昭和63年４月２日以後に生ま
れた者で保育士資格を取得し
児童福祉法で定める保育士登
録簿に登録されている者、ま
たは平成31年３月末までに登
録される者

平
成
31
年
度
採
用　

申
込
期
間
は
８
月
13
日
ま
で

雫
石
町
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

募
集

一緒に住みよい町をつくりましょう！
（30 年度採用職員）
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問い合わせ先▶総合福祉課　雫石町地域包括支援センター（☎ 691-1105）
地域包括支援センターは、高齢者の皆さんの生活を総合的に支援しています。お気軽にご相談ください。

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより ～健
け ん こ う

幸長寿への道～

◆「あれ？これって認知症？」と思ったら
　認知症の初期では、本人も家族も物
忘れなどの異変には気付いているもの
の、「年相応かもしれない」「どこを受
診したらいいかわからない」「本人に
認知症とは言いにくい」などの理由か
ら、対応が遅くなることがあります。
◆認知症は早期発見・早期対応が大切です！
　他の病気同様、認知症も早期発見し、正しく診断さ
れることで、適切な治療が受けられる病気です。気に
なることがあったら、まずは町地域包括支援センター
やかかりつけ医に相談しましょう。
◆本人の気持ちと家族の支援
　認知症になったから、何も分からなくなってしまう
というわけではありません。理解力が落ちているもの
の、「嬉しい」「悲しい」「怖い」といった感情面はと
ても繊細で、自らの変化に戸惑い、不安を感じています。
　変化に戸惑い、不安を感じているのは家族も同様で
す。家族が認知症の人の「あるがまま」を受け入れら
れるようになるためには、気持ちの余裕が必要です。
家族の負担が少しでも軽くなれば、認知症の人にもよ
い影響を与えます。だからこそ、周囲の皆さんの理解
と助けが必要です。

◆認知症サポーター
　町地域包括支援センターでは、認知
症を正しく理解していただくための講
座、「認知症サポーター養成講座」を
行っています。認知症サポーターと
言っても、何か特別なことをするわけ
ではありません。認知症について正し
く理解し、偏見を持たず、認知症の人や家族に対して
温かい目で見守ることを初めの一歩としています。
　出前での講座も開催しますので、お気軽にお問い合
わせください。
◆オレンジカフェ「のぎく」
　オレンジカフェは地域の人が介護や認知症について
理解を深め、誰でも気軽に交流できる場です。認知症
や健康に関するミニ講座で、認知症予防のヒントをお
伝えします。おいしいお菓子と飲み物でホッとできる
ひとときを過ごしませんか。
【日時】毎月第 2金曜日　10 時～正午
【場所】雫石町まちおこしセンター　しずく×CAN
【参加費】200 円（飲み物・茶菓子代）
【内容】7月13日（金）「身近な人が認知症になったら？」、
8月 10 日（金）「毎日の料理が脳トレ !?～食事と認知
症予防～」、9月 14 日（金）「認知症の方の介護」

　認知症サポーター養成講座を受講
された人からの、「もっと詳しく知
りたい」「活動したいけど何をした
らいいの？」「活動できる場所がな
い」といった声にお応えして、認知

症サポーターステップアップ講座を開催します。
　講座終了後は、オレンジカフェ「のぎく」を一緒に
運営しませんか。
【対象】認知症サポーター養成講座を受けたことがあり、
原則として全ての日程に参加できる人、先着 20 人
【日時】全 3回 ① 8 月 21 日（火）、② 9月 7日（金）、
③ 9月 14 日（金）、いずれも 10 時～正午
【場所】中央公民館、雫石町まちおこしセンター　しず
く×CAN
【プログラム】
①「認知症への理解を深めよう」
　講師▶岩手県認知症疾患医療センター
　赤坂 博　氏、町地域包括支援センター職員

②「マイカップで学ぶ！おいしいコーヒーの淹れ方」
　講師▶機

はた

屋
や

　店主　関 基尋　氏
　「オレンジカフェ（認知症カフェ）って何？」
　講師▶町地域包括支援センター職員
③オレンジカフェ「のぎく」に参加してみましょう！
　【受講料】無料（材料費、カフェ参加費別途）
　【申込先】町地域包括支援センター

認知症サポーターの皆さん
　　　　　ステップアップ講座を受講しませんか？ステップアップ講座を受講しませんか？

みんなで支える認知症認知症

「認知症サポーターキャ
ラバン」マスコット

　町民の皆さんがいつまでもその人らしくいきいきと
した生活を地域で送れるよう、介護予防講演会を開催
します。詳細は 7月末に配布するチラシでお知らせ
します。
【日時】平成 30年９月１日（土）正午～ 16時
【場所】中央公民館大会議室ほか
【プログラム】
◉講演▶13時～15時30分※要申し込み、先着150人
◉展示・体験・相談コーナー※申し込み不要、出入自由

「介護予防講演会」を開催します！
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雫石町地域子育て支援センター 【担当】町役場子ども子育て【担当】町役場子ども子育て
支援課（☎ 601-5428）支援課（☎ 601-5428）雫雫子育

て情
報

通信
vol
.2

　今回は、雫石町地域子育て支援センターについて、
子育てコンシェルジュの猪又優香がご紹介します。
　この地域子育て支援センターは、子育て家庭への育
児支援を行うことを目的に、七ツ森保育所の中に開設
されています。地域子育て支援センターは、月曜日か
ら金曜日まで、それぞれ 9時半から 16時まで開館し
ており、毎週水曜日には、年齢に合わせた行事を開催
しています。0～1歳半のお子さんを対象とした「こ
ろころひろば」では手形や足形を取り毎月の成長を記
録したり、1歳半～就学前のお子さんを対象とした「な
かよしひろば」では季節に合わせた作品の制作など、
いろいろな体験ができます。
　また、親子体操なども取り入れ、お子さんの発育に
はもちろん、保護者の皆さんの気分転換にも有効です。
　これら以外にも施設の開放や、育児講座、子育て相
談など、さまざまな活動を行っています。利用料は無
料ですので、ぜひご利用・ご活用ください。
【問い合わせ先】町地域子育て支援センター（☎  692-
0722）

親子でふれあえる町地域子育て

支援センターにぜひ遊びに来て

ください♪
子育てコンシェルジュ
猪又 優香さん

食品の放射性物質
測定結果
　5～6 月中に町民の皆さんから
持ち込まれた試料の検査結果は
下表のとおりで、基準値を超え
るものはありませんでした。
　測定には予約が必要です。希
望される人は町役場環境対策課
（☎ 692-6403）までお問い合わ
せください。

単位：Bq（ベクレル）/kg

測定日 6月 5日
産地 雫石地区
試料名 イチゴ
基準値 100

セシウム 134 不検出（<10)
セシウム 137 不検出（<10)

ごみの減量、リサイクルを

◆使用済み食用油は有効な資源で、燃料として再利用されています。

【担当】町役場環境対策課
☎ 692-6403

ごみ排出量（単位：トン）

0

100

200

300

400

500

600

700

H30.5H29.5H28.5

384.8 364.5

151.5 166.9

52.8 55.7

合計 589.1 合計 587.1

361.7

189.8

52.2

合計 603.7

資源ごみ排出量　　

事業系ごみ排出量
家庭ごみ排出量（資源ごみ除く）

岩手県 3R
推進キャラクター

※回収場所は町役場
など町内15カ所です。
町HPをご覧ください。

草は乾燥後に排出してください！～ごみの減量化にご協力を～
　毎日、各家庭から出されるごみの中に、刈り取ったばかりの草がそのま
まごみとして排出されることによって、ごみの量が増えている現状にあり
ます。刈り取った直後の草は、水分を多く含んでいることから、重量が重
くなります。数日間乾燥させると重量をかなり減らすことができますの
で、すぐに集積所に持ち込まず、乾燥させてから排出するようご協力をお
願いします。また、できるだけ土や砂を落としてから排出してください。

平成 30 年 5 月に排出された
ごみの量は約 587㌧、そのう
ち家庭から排出されたごみは
約 364．5㌧でした。引き続き
ごみの減量化・資源化にご協
力をお願いします。

【使用済み食用油拠点回収実績】
平成28年 5月 平成29年 5月 平成30年 5月

回収量（ℓ） 187 373 284

　町営火葬場は７月 27 日
（金）、トイレ改修工事のため
臨時休場します。
【問い合わせ先】町役場環境対
策課（☎ 692-6403）

火葬場臨時休場のお知らせ
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ま
ち
の
話
題
・

         
出
来
事
紹
介
●あなたの身近で起きた出来事や楽
しい話題、イベントなどの情報をお
知らせください。

【町役場政策推進課広報担当】
〒020‒0595（住所不要）
電話番号：直通 692－6570
FAX 番号：692－1311
E メール：kouhou@town.shizukuishi.
iwate.jp

　6月 5 日、第 70 回岩手県高等学校総合体育大会で、総合優勝を
果たした雫石高校の男子ボート部、また、高総体プログラム表紙図
案の最優秀賞に輝いた雫石高校 3年躑

つ つ

躅
じ

森
も り

愛
ま な

さんが町役場を訪れ、
深谷町長に総合優勝と受賞の喜びを報告しました。
　シングルスカルで優勝したボート部主将の伊藤広樹さんは「県大
会でうまくできなかったところを改善し、頑張りたい」とインター
ハイへの意気込みを述べました。町長は「スポーツ・芸術ともに素
晴らしい結果となりました。インターハイでもうまく調整をとって、
優勝を目指して
ください」と激
励しました。
　インターハイ
は、愛知県東郷
町で 7 月 29 日～
8 月 2 日の 5 日間
の日程で行われ
ます。
（躑躅森さんの記
事は裏表紙に掲
載）

タウン トピックス

　首都圏在住の雫石町出身者が集う在京雫石町友
会の第 40 回総会・交流会が 6月 16 日、東京・日
暮里で開かれました。交流会には、町友会員 55
人のほか深谷町長ら町三役、町議会議員など総勢
80 人が出席し、ふるさとの思い出話に花を咲か
せました。
　また、民謡日本一の高八卦ちえこさんら町出身
の歌い手、踊り手による毎年恒例のさんさ踊りで
会場は熱気に包まれました。参加者はふるさと雫
石の発展を願い、来年も再会することを約束しま
した。

第 40 回在京町友会総会・交流会開催
町内出身者が東京日暮里に集う

6 月 16 日

▲歌や踊りを披露し、
会場は熱気に包まれ
ました

◀記念撮影の様子

　町内若手農業者で構成する農業振興青年クラブ
会員が、ベアレンビールの原材料となることを見
込みホップの生産を行う新プロジェクト「しずく
いしホップチャレンジ」を設立し、6 月 16 日、
七ツ森地内の圃場で苗の定植を行いました。
　当日はクラブ員のほか関係者が参加し、約 2
アールの畑に 6品種のホップ苗 100 株を植えまし
た。同クラブでは来年の収穫を目標に、今後は規
模の拡大や品種の絞り込みを進めていく予定です。
　米澤広志クラブ会長は、「雫石町の農業を盛り
上げていくため、このプロジェクトを成功させた
い」と力強く意気込みを語りました。

農業振興青年クラブが「しずく
いしホップチャレンジ」を設立

6 月 16 日

▲ホップ苗の定植作業
◀ホップ苗の代表的な品種「カスケード」

総合優勝と最優秀賞受賞の喜びを報告する雫高生

雫石高校男子ボート部が高総体総合優勝！
同校 3年の躑躅森さんが高総体プログラム
表紙図案の最優秀賞受賞！

6 月 5 日
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　6月 5日、雫石商工会青年部員が雫石保育園で、
利用しなくなった牛乳配達用の箱をプランターと
して活用し花植えをする「エコな花いっぱい運動」
を実施しました。園児 12 人は、事前に絵を描い
ていた牛乳箱に、青年部員と一緒にベゴニアやマ
リーゴールドを植えました。この事業は、園児に
物を大切にする心と、花を育てる楽しさを学んで
ほしいとの思いで、毎年町内のいずれかの幼稚園
や保育所・園で行われています。
　また、11 日～19 日にかけて、町内の各小学校
や保育所などで「人権の花運動」の花植え作業が
行われました。この運動は、子どもたちが草花を
育てることで、命の大切さや相手を思いやる“人
権”の気持ちを身に付けてもらうことを目的に、
町の人権擁護委員が指導者となり毎年行われてい
ます。七ツ森小学校では 12 日に花植えが行われ、
3年生の児童 10 人は「きれいに育ってね」「大き
くなってね」などとやさしく声を掛けながら、プ
ランターにベゴニアやマリーゴールドを植えてい
ました。植えられた花は今後も児童たちの手に
よって大事に育てられ、各学校を彩ります。

「エコな花」「人権の花」運動を実施
子どもたちが草花植え やさしい心を育む

6 月 5 日～19 日

▶ 

商
工
会
青
年
部
員
と
一
緒
に
花
植
え
を
す

る
雫
石
保
育
園
の
園
児

◀ 

や
さ
し
く
声
を
か
け
な
が
ら
植

え
る
七
ツ
森
小
の
児
童

　6 月 29 日、雫石中学校 3 年の髙山和也くんが
町役場を訪れ、聴覚に障がいがある 21 歳以下が
対象の「U21 デフバスケットボール世界選手権」
に日本代表として出場することを、深谷町長に報
告しました。
　髙山くんは「世界を相手に体当たりで挑戦した
い」と意気込みを
述べ、深谷町長は
「たくさん食べて
トレーニングし、
120％ の実力を発
揮して頑張ってき
てください」と激
励しました。
　本大会は米国ワ
シントン D.C. で
7 月 6 日～14 日の
9 日間の日程で行
われます。

U21デフバスケットボール世界選手権
雫石中 3年髙山くんが日本代表に！

6 月 29 日

　6月 29 日、第 14 回滝沢・雫石連合畜産共進会
が、全農岩手県本部中央家畜市場で開催され、雫
石町からは黒毛和種 51 頭、ホルスタイン種 16 頭
の計 67 頭が出品されました。
　審査の結果、黒毛和種経産の部で滝澤秀一さん
（五区）の「きんぎんか号」が名誉賞に輝きました。
　この畜産共進会は、両市町の優良な家畜（牛・
馬）を一堂に集め、その展示と評価を行い、家畜
の改良増殖と飼養管理の改善を促し、畜産農家相
互の研鑽と生産意欲の高揚を図ることを目的とし
て毎年この時期に開催されています。

磨き抜かれた飼育技術！
畜産共進会で黒毛和種 1頭が名誉賞

6 月 29 日

名誉賞に輝いた「きんぎんか号」

決意を表明し深谷町長と握手す
る雫石中 3年髙山和也くん
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　地域おこし協力隊とは、地域外から地域協力活
動に積極的な人材を誘致し、地域おこし活動を推
進するとともに、その定住および定着による地域
の活性化を図ることを目的とした取り組みです。
このコーナーでは、地域おこし協力隊の活動や、
隊員たちの目から見た私たち地元民では気付かな
い雫石町の“魅力”などについて紹介していきます。

地域おこし協力隊（地
域づくり）のフェイ
スブックQRコード

地域お
こし

地域お
こし

協力隊協力隊

～～活動
日記活動日
記～～

第第1616回回
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今
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活
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さ
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活
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さ
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で
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ょ
う
か
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そ
の
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緯
に

ま
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で
し
ょ
う
か
？
そ
の
経
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に

つ
い
て
お
伝
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で
き
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と
思
い

つ
い
て
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
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の
で
、
読
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で
い
た
だ
け
る

ま
す
の
で
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る

と
う
れ
し
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で
す
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と
う
れ
し
い
で
す
！

　
「
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が
痛
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ま
ら
な

　
「
膝
や
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が
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た
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ら
な

い
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」。
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！
」。

　

昨
年
、
各
集
落
の
公
民
館
を
訪

　

昨
年
、
各
集
落
の
公
民
館
を
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問
し
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な
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現
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あ
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あ
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5 月に「段ボール椅子寄贈式」が行われました

マラソン大会に参加するのが
好きです！
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【広告】　この広告に係る掲載料は、町の収入になっています。

町の求人情報町の求人情報 ①職種 ②基本給 ③求人番号 ④必要資格など
注）㊣印は正社員採用、 は普通車運転免許、

は大型車運転免許、 はAT限定不可

7 　発行月に 3歳の誕生日を迎える子
を紹介しています。掲載を希望する
人は下記までお申し込みください。

わが家自慢の子、孫の写真
ご応募お待ちしています

【応募要領】子の写真（データ）、子の名（ふりがな）と生年月日、
保護者（父母）氏名、住所（行政区）、電話番号、コメントを
書き添え、誕生月の前月20日ころまでに投稿してください。
※写真データはメールで送信するか、USBなどで持参してく
ださい。
【応募先】雫石町役場政策推進課広報担当
Eメール：kouhou@town.shizukuishi.iwate.jp

　お話が上手でいつもみんなを楽しませてくれるきー
ちゃん♪男の子ですが、プリンセスやぬいぐるみなど
かわいいものが大好き♡心も体も健やかに大きくなっ
てね！！

◆公益財団法人いわてリハビリテーションセンター（七
ツ 森 ) ㊣ ① 医 療 事 務 ② 137,600 円～193,500 円 ③
13020181 ④医事業務の経験、診療情報管理士あれば尚
可、
◆休暇村岩手網張温泉（長山 )㊣①レストランスタッフ②
144,000 円～214,000 円③ 13010281 ④
◆医療法人仁泉会ショートステイおうしゅく（鴬宿 )㊣①
事務員② 140,000 円～170,000 円③ 13284981 ④
◆㈲上中屋敷重機（上野 )㊣①重機オペレーター②
184,000 円～391,000 円③ 13260781 ④重機オペレー
ター操作経験者、車両系建設重機運転免許
◆同㊣①１０ｔダンプ運転手② 184,000 円～230,000
円③ 13259981 ④ （運転経験 1年以上）
◆同㊣①２級土木施工管理技士②200,000円～400,000
円③ 13258681④土木工事の現場業務経験３年以上、２
級土木施工管理技士
◆同㊣①１級土木施工管理技士②200,000円～500,000
円③ 13257381④土木工事の現場業務経験３年以上、１
級土木施工管理技士
◆同㊣①土木作業員② 149,500 円～276,000 円③
13256081
◆㈱航和（柿木 )㊣①看護師または准看護師② 176,400
円～211,500 円③ 13488981 ④看護師または准看護師、

◆同㊣①訪問介護員兼ケアヴィレッジななかまど介護職
員②157,200円～189,200円③14200081④ヘルパー
２級、介護初任者研修修了者、介護福祉士のいずれか、

◆赤い風車（町内 ) ㊣①施設管理② 131,200 円～
150,000 円③ 13823981 ④
◆同㊣①フロント係② 131,200 円～150,000 円③
13822681 ④
◆同㊣①サービス係② 131,200 円～150,000 円③
13821381 ④
◆㈱菊池工業（繋 ) ㊣①一般事務② 132,000 円③
13558381 ④パソコン操作（ワード・エクセル）、
◆玄武温泉ロッヂたちばな（長山 ) ㊣①調理全般②
150,000 円～180,000 円③ 14317981 ④調理関係経験
者、
◆ＩＮＤＹ雫石（町内）㊣①ホールスタッフ② 190,000
円③ 14209181
◆㈱西原鉄建工業（板橋 )㊣① 10 ｔトラック運転手②
132,000 円～396,000 円③ 14435281 ④小型移動式ク
レーン、
◆ダクト・雫石工場（町内 ) ㊣①空調設備工事②
172,500 円～299,000 円③ 14622681 ④
◆玄武風柳亭（長山 ) ㊣①フロント業務② 130,000 円③
14536981 ④パソコン操作（Ｗｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌ）ホ
テルでの接客経験、ネット予約処理業務経験あれば尚可、

◆同㊣①調理師② 150,000 円～250,000 円③ 14535681
④調理師

※ 5月 22 日～6月 7 日までに盛岡公共職業安定所に申し込み
のあった事業所の求人です。就業希望の人は同職業安定所紹
介第一部門（☎ 624-8902）へ求人番号を（特に指定のない場
合は掲載 8桁の数字の前に 03010 も告げてください）告げて
お問い合わせください。また、事業所へは職業安定所の紹介
状をご持参ください。なお、すでに充足済みとなっている場
合もありますのでご了承ください。
※役場 1階の求人情報掲示コーナーもご利用ください。
【担当】町役場観光商工課（☎ 692-6497）

長
坂 

煌き
ら
ん夢
く
ん

聖
・
慶
夫
妻
の
子

（
下
町
三
）
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イベントや行政案内などの
情報を紹介するページですら・せ

町長交際費町長交際費を
公開公開しますします

町長交際費町長交際費をを
公開公開しますします

　町では、行政運営の一層の透明性を
図り、町民に開かれた信頼あるまちづ
くりを進めるため、町長交際費の支出
状況を公開しています。また、町ホー
ムページでも公開しています。

（5月届け出分）
おめでた カッコ内は保護者名
4 月
18 村上　　樹

いつき

・男（ 楓 ）駅 前
27 野中　龍

りゅう

昌
しょう

・男（大地）中 沼
29 相馬　涼

り

乃
の

・女（真紀子）駒木野
5月
5 櫻田　崇

し

虎
とら

・男（大河）駒木野
9 高橋　彩

いろ

葉
は

・女（孝仁）八 区
16 冨永　琉

る

葵
き

・女（哲也）小 松

おくやみ カッコ内は享年と世帯主または喪主
　5月
10 大橋　静

しず

男
お

（88・敬子）土 橋
11 杉村　文

ふみ

彦
ひこ

（62・フミ）上町一
15 荒屋　　進

すすむ

（86・嘉優）七ツ森
16 山本　　勲

いさお

（87・二三夫）横 欠
16 米澤ツルエ（92・正明）矢 用
19 古舘　浩

こう

二
じ

（91・義孝）下町一
25 小渡　秀

しゅう

一
いち

（57・長之丞）下町二
26 谷地　サツ（93・ 司 ）谷 地
29 根子　潤

じゅん

悦
えつ

（61・ハル）下町四

【日時】7 月 21 日（土）～23 日（月）
10 時～16 時※最終日 14 時まで
【場所】コテージむら管理センター
【内容】◉亀甲織製品展示・販売（全
商品 15％オフ）◉亀甲織体験・小
物作り体験◉亀甲織製品が当たる
「おたのしみ抽選会」
　お誘い合わせのうえ、ぜひご来場
ください！

　　第 21回
　　亀甲織まつり開催！

　「虐待を受けていると思われる子ど
もがいたら」「子育てに悩む親がいた
ら」「自分自身の出産や子育てに悩ん
だら」…このようなときは、児童相談
所や町の相談窓口にご相談ください。
小さな悩みの相談は、児童虐待防止の
第一歩です。相談は匿名で行うことも
可能です。
　また、相談者や相談内容に関する秘
密は守られます。
◉児童家庭相談窓口▶町役場子ども子
育て支援課（☎ 692-2412）
◉児童相談所全国共通ダイヤル▶☎
189（いちはやく）

　県では、「農薬危害防止運動」を実
施中です。6 月～8 月にかけて、農作
物などに病害虫が発生しやすく、その
防除のために農薬を使用する機会が多
くなります。農薬の安全で適正な使用
や保管による危害防止と、環境に配慮
した農薬の使用を徹底しましょう。
　また、近年、防除に関連すると思わ
れる蜜蜂の死亡事例が発生していま
す。蜜蜂は農畜産物の生産にも大きな
役割を担います。防除の際は、事前に
地域の養蜂家にお知らせするなど、十
分な配慮をお願いします。
【運動期間】6 月 1 日～8 月 31 日（3
カ月間）
【問い合わせ先】町役場農林課（☎ 
692-6405）

あなたの気づきが
子どもを救います

農薬危害防止運動
実施中！

税情報
【今月の納税】納付期限：7月 31 日
◉国民健康保険税 1期
◉固定資産税 2期
　「お買い求めは町内で
　　たばこ税で町財政に貢献」
　たばこ税は、たばこを購入したと
きにかかる税金です。
◉町内で販売されたタバコの本数
▪平成 29 年度　約 2，100 万本
▪平成 28 年度　約 2，260 万本
◉雫石町に納められたたばこ税
▪平成 29 年度　約 1億 800 万円
▪平成 28 年度　約 1億 1,500 万円
　喫煙をされる人は、健康や周りへ
のマナーを心がけ、できるだけ町内
でたばこをお買い求めください。
【担当】町役場税務課住民課税担当
（☎ 692-6483）

交際費の支出状況
5 月 累計（4月 ~5 月）

16 件 105,000 円 203,000 円
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【広告】　この広告に係る掲載料は、町の収入になっています。

【問い合わせ先】盛岡地区広域消防組
合事務局（☎ 626-7405）

　防衛省では、平成 31 年度に採用す
る自衛官の採用試験を行います。
【受付期間（試験期日）】①航空学生▶
7 月 1 日～9 月 7 日（9 月 17 日）　②
一般曹候補生▶ 7月 1日～9月 7日（9
月 21 日～23 日）※試験期日はいずれ
か 1日を指定されます。　③自衛官候
補生▶男女ともに年間随時（受け付け
時に通知）　④防衛大学校学生▶推薦
は 9月 5日～9月 7日（9月 22 日・23
日）、総合選抜は 9月 5日～9月 7日（9
月 22 日）一般は 9月 5 日～9 月 28 日
（11 月 10 日・11 日）　⑤防衛医科大学
校医学科学生▶9月5日～9月28日（10
月 27 日・28 日）　⑥防衛医科大学校
看護学科学生（自衛官コース）▶ 9月
5日～9月 28 日（10 月 20 日）
【問い合わせ先】自衛隊岩手地方協力
本部盛岡募集案内所（☎ 641-5191）

　春から秋にかけて蜂の活動が活発に
なります。中には、巣に近づくだけで
攻撃してくる蜂もいるので、不用意に
近づいて刺激しないようにしましょう。
　なお、町では蜂の駆除を行なってお
りませんので、駆除する際は専門業者
またはホームセンターに依頼してくだ
さい。
【問い合わせ先】町役場環境対策課（☎ 
692-6403）

　いわて産業振興センターでは、設備
貸与の申し込みを受け付けています。
なお、一部対象とならない業種、設備
がありますので、詳しくはお問い合わ
せください。
【問い合わせ・申込先】公益財団法
人いわて産業振興センター（☎ 631-
3821）

　盛岡地区広域消防組合では、平成
31 年度に採用する職員採用試験を行
います。
【職種および採用予定人員】消防職 15
人程度
【受験資格】高校卒業以上の学歴があ
る人（平成31年3月卒業見込みを含む）
で、高校卒業は平成 7年 4月 2日から
平成 13 年 4 月 1 日までの間に生まれ
た人、大学・短大卒業は平成 5年 4月
2日以降に生まれた人。
※この他にも受験の条件があります。
詳細は下記までお問い合わせいただく
か、同組合のホームページをご覧くだ
さい。
【第 1次試験日】9月 16 日（日）
【受付期間】7月 23 日（月）～8月 15 日
（水）
【申込用紙の配布】盛岡市、八幡平市、
滝沢市、雫石町、葛巻町、岩手町、紫
波町、矢巾町の消防署や分署などで配
布しています。また、郵送で請求する
こともできます。

蜂の駆除は専門業者へ

来年度採用の自衛官を
募集しています

盛岡地区広域消防組合
来年度採用職員を募集

中小企業事業主の皆さまへ
設備貸与制度のお知らせ

● 事故 5 月末
件　数 1件 （5件）
死　者 0人 （0人）
負傷者 1人 （5人）

● 犯罪 5 月末
件　数 2件 （10 件）

※カッコ内は 1月からの累計（盛岡西警察署）

● 火事・救急 5 月末
火　事 0件 （1件）
救　急 63 件 （338 件）

※カッコ内は 1月からの累計（盛岡西消防署雫石分署）

● 人のうごき 平成30年5月末現在

男 8，041 人 （△ 7）出生 8人
女 8，784 人（△ 16）死亡 17 人
計 16，825 人（△ 23）転入 25 人

世帯数 6，349 世帯 （8）転出 39 人
※カッコ内は前月末増減

放射線量測定結果（6月）
最大 0.05 （単位：μ Sv/時）

※文部科学省・厚生労
働省による屋外活動の
制限指標：3.8 μ Sv/時

最小 0.04
平均 0.05

◆ 7月
15 日 上 原 小 児 科 医 院 692-3907
16 日 栃 内 第 二 病 院 684-1111
22 日 鶯 宿 温 泉 病 院 695-2321
29 日 篠村泌尿器科クリニック 692-1285

◆ 8 月
5 日 篠 村 医 院 692-5151
11 日 雫 石 診 療 所 692-3155
12 日 上 原 小 児 科 医 院 692-3907

休日救急当番医

※この日程は医師の都合により変更になる
ことがあります。

　平日休日問わず夜間は、盛岡市夜間急患
診療所（内科・小児科、盛岡市神明町 3-29
（盛岡市保健所 2階）、☎ 654-1080、年中無
休 19 時～23 時）をご利用ください。
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ate.jp/

雫石の情報発信番組　しずくちゃん情報　放送予定日のお知らせ
7月 20 日、8月 3日、8月 17 日（毎月第 1・3金曜日）／IBCラジオ（ＡＭ 684kHz）／8時 45 分～50 分（5分間）

あとがき
●父の日のプレゼントはもらいましたか？
3歳の娘が保育園で作った父の日のプレゼ
ント。「上手に作ったね」と言ったら、「は
い、ママに♪」と言われ、違うでしょ～と
言いながらもちょっと優越感に浸ったのは
ここだけのお話。 （か）

●雫石の子どもたち、頑張っています！今
回も、未来へ羽ばたく子どもたちを応援す
る気持ちを込めて、さまざまなコーナーで
ご紹介させていただきました。次号もお楽
しみに♪ （大）

雫石町公式ツイッターはこちらから
▷ https://twitter.com/shizukukouhou
防災行政無線が聞き取れなかったときは…
電話応答サービス▷☎ 0800-800-6371（通
話無料・固定電話のみ）をご利用ください。

～ 友好都市静岡県富士市の“いいもの”ご紹介（52）友好都市静岡県富士市の“いいもの”ご紹介（52）～
　富士市には、大型トラックを所有する
運送事業者が数多くあり、毎日荷物を運
んでいることから、富士市をＰＲすること
を目的に、地元企業の協力のもと、富士
市の魅力をプリントした、シティプロモー
ショントラックが全国を走っています。
　平成 28 年度に 4 台からスタートし、
平成 29 年度には新たに 3 台が加わりま
した。本年度、もう3 台加わり、計 10
台が運行する予定です。ボディ側面には
富士山の写真や田子の浦港から見た工
場夜景などがプリントされ、工業都市と
して発展してきた富士市の躍動感を感じ
るデザインとなっています。後ろにはブラ

◀ 

富
士
市
の
魅
力
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
ラ
ッ
ク

ンドメッセージ「いただきへの、はじまり　
富士市」のポスターが大きくプリントさ
れています。
　東北方面にも運行することがあるの
で、見かけることがあるかもしれません。

●
夢
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

笑顔を浮かべ受賞を喜ぶ躑躅森さん

第
70
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
表
紙
図
案「
最
優
秀
賞
」受
賞

躑
躅
森 

愛
さ
ん（
17
歳
・
中
町
一
）

◉
つ
つ
じ
も
り
・
ま
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
県
立
雫
石
高
等
学
校
３
年
生
。
幼
少
期
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き

で
、
中
学
校
で
は
美
術
部
に
所
属
。
現
在
は
、
郷
土
芸
能
委
員
会
に
所
属
し
、
さ
ん
さ
や
よ
し
ゃ
れ
に
日
々
邁

進
し
て
い
る
。
休
日
は
魚
や
動
物
の
図
鑑
を
見
な
が
ら
大
好
き
な
絵
を
描
く
。

描
く
こ
と
が
好
き
と
語
る
躑
躅
森

愛
さ
ん
。
第
70
回
岩
手
県
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
プ
ロ
グ
ラ

ム
表
紙
図
案
で
「
最
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
、

今
年
の
高
総
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
表
紙
絵
を
飾
り

ま
し
た
。

　

応
募
し
た
き
っ
か
け
は
、
学
校
の
先
生
か

ら
「
描
い
て
み
な
い
？
」
と
誘
わ
れ
た
こ
と
。

幼
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
中

学
校
で
は
美
術
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

「
音
と
衝
撃
、
選
手
か
ら
見
え
る
世
界
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
描
き
ま
し
た
。
中
央
の
目
は
選

手
目
線
で
見
え
る
景
色
を
瞳
に
反
射
さ
せ
、

３
人
の
選
手
の
周
り
は
ボ
ー
ル
を
受
け
た
と

き
、
蹴
っ
た
と
き
の
音
と
衝
撃
を
表
現
。
ま

た
、
虹
色
の
線
は
、
風
と
感
情
を
表
現
し
、

選
手
の
緊
張
感
や
興
奮
の
混
ざ
っ
た
心
の
中

を
描
き
ま
し
た
」
と
作
品
に
思
い
を
込
め
ま

す
。

　
「
受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と
き
は
、
何

の
こ
と
か
わ
か
ら
ず
現
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
高
総
体
の
開
会
式
で
２
万

人
の
前
で
表
彰
さ
れ
た
と
き
に
現
実
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
、
嬉
し
さ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
な
と
も
思
い
ま

し
た
」
と
は
に
か
む
姿
か
ら
は
、
高
校
生
ら

し
い
純
粋
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
、「
絵
を
描
く
こ
と
を
仕

事
に
す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
ど

ん
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
描
き
方
を
学

ん
で
こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
絵
を
描
い
て
い

き
た
い
で
す
」と
、自
身
の
作
品
と
同
じ
真
っ

す
ぐ
な
瞳
で
将
来
を
語
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
で
す
！

い
き
た
い
で
す
！
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